
ぜん息・ＣＯＰＤ患者の患者教育及びアドヒアランスの向上に関する調査研究

②-(ⅰ)ぜん息・COPD患者に対する患者教育の実践（小児・成人ぜん息分野）

就学期の喘息患者の予後悪化因子対策モデルの構築

小 田 嶋 博

5点 4点 3点 2点 1点 平均点

1人 4人 1人 0人 0人 4.0

0人 4人 2人 0人 0人 3.7

0人 4人 2人 0人 0人 3.7

0人 2人 4人 0人 0人 3.3

0人 5人 1人 0人 0人 3.8

個別評価平均 3.7

0人 4人 2人 0人 0人 3.7

・具体的に記述された就学期の児童・生徒向きの悪化因子対策マニュアルを作成して研究を完
結すべきである。

・個人情報の取り扱いへの配慮が必要である。いかにこの内容を拡大し、得られている内容に
基づく介入を実行する仕組みを作るかが課題である。

・この期間での成果が何なのかがわかりにくい。

・就学期の喘息患者の予後悪化因子について検証して、パンフを作成して、教育指導モデルを
構築した。更なる検証を期待する。

・就学期喘息患者に対して、多彩なアプローチで研究を推進している。特に、受動喫煙の実態
調査にはインパクトがあった。

・受動喫煙や環境因子等を含む小児向けパンフレットの作成など具体的な成果が上がっており
評価できる。また、高校生を対象とした取り組みを行っていることも貴重なデータとなっている。

2.総合評価

(1)評価基準に沿った評価

(2)記述評価

研 究 課 題 名 ：

(１) 環境保健対策の推進への貢献度

(５) 社会・経済に対する貢献度

(２) 研究成果目標の達成度

(３) 研究計画の妥当性

(４) 研究内容の独自性

分 野 （ ２ ）

申 請 課 題 名 ：

調査研究代表者氏名：

1.評価軸別の評価

大変優れている（5点）　優れている（4点）　普通（3点）　やや劣っている（2点）　劣っている（1点）


